
工　事　名 （仮称）東部市立認定こども園新築工事

質　問　・　回　答　書

質　問　事　項 回　　　　　　答
A-23
アルミ製目隠しルーバー下地鉄骨の仕上げを御
指示ください。

溶融亜鉛めっき処理とする。

A-13、D-07、参考内訳
ポーチの点字ブロックの仕様を御指示ください。
A-13図:SUS製点字鋲、D-07図:ブロック、内訳:磁
器質タイル

設計書のとおりとする。

O-01
東面(建物と植栽帯との間)、南面(屋外階段下部
～砂場周り)の外構床仕上げを御指示ください。

良質土埋戻しの上、整地とする。

E-30～33
自動火災報知設備について、平面図と系統図で
相違がございます。平面図を正と考えて良いで
しょうか。御指示ください。

よろしい。



工　事　名 （仮称）東部市立認定こども園新築工事

質　問　・　回　答　書

質　問　事　項 回　　　　　　答
外装 A-23
屋上アルミルーバーの下地鉄骨は亜鉛メッキのま
まと考えて宜しいでしょうか。御指示ください。

よろしい。

外装 A-26
1階 X4通りの手洗い場、足洗い場の詳細が不明
です。御指示ください。

O－１１図を参照すること。

開口 A-16･43
LD10の取付個所に倉庫2とありますが、平面図で
は倉庫2にLD10が見当たりません。LD10は、収納
(3)-1、収納(3)-2の2ヶ所としてよろしいでしょうか。
ご指示下さい。

よろしい。

開口 A-17･43
LD1の取付個所に3階WC2とありますが、平面図で
は3階WC2にLD1が見当たりません。LD1は、1階
調理員WC、2階WC1の2ヶ所としてよろしいでしょう
か。ご指示下さい。

よろしい。

開口 A-42･D-19
アルミ製建具の木額縁の材種仕上げ等をご指示
下さい。

図示の通りスプルース材の上EP-G塗とする。
ただし、詳細は協議により決定する。

開口 A-44
木製建具の木額縁の材種仕上げ等をご指示下さ
い。

図示の通りスプルース材の上CL塗とする。
ただし、詳細は協議により決定する。



工　事　名 （仮称）東部市立認定こども園新築工事

質　問　・　回　答　書

質　問　事　項 回　　　　　　答
【建築工事】
A-15、D-07、D-31
家具工事の内、K-9・K-10　は、平面図面・金抜設
計書には記載がありますが、D-31図面では、×の
記載です。　K-9・K-10　不要別途でしょぅか　ご指
示下さい。

本工事に含むとし、設計書のとおりとする。
ただし、詳細は協議により決定する。

A-07、D-01、金抜設計書
ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ貼について、特記A-07：単層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞで
すが、金抜設計書・D-1図は、複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ貼　の
記載です。　明細通り　　複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞと、解釈し
て宜しいでしょうか　ご指示下さい。

よろしい。

【外構工事】
O-08
外構詳細図(4)で､ｺﾝｸﾘｰﾄ塀 CB-1は撥水剤塗布
の記入がありますが､CB-2･3･4は記入がありませ
ん｡記入ある塀のみ撥水剤塗布と､他はﾍﾞﾆｱ打放
し補修程度として宜しいでしょうか｡ご指示下さい｡

撥水剤塗布の記載のない部分については、打放
し補修とする。

A-02、O-02、P-1
建物主体及び外構雨水貯留施設等の土工事で､
埋戻し土が特記仕様書及び金抜設計書で根切土
での置土使用となっていますが､仮設計画図(参考
図)に埋戻し土の置場の表示がなく､敷地内でのｽ
ﾍﾟｰｽ及び工程上でも置土での計画は難儀です｡
置土での埋戻しができない場合は別途協議にて
変更扱いとなるのでしょうか｡ご指示下さい｡又､可
能とされた金抜設計書での計画をご教示下さい｡

設計書のとおりとする。
ただし、施工計画等は協議により決定する。

O-14
総合遊具の基礎図面がありませんが不要として
宜しいでしょうか｡必用であれば詳細図をご指示下
さい｡

下記に示す基礎参考図を参照すること。
基礎は400×400×H500を23ヶ所とする。
ただし、詳細は協議により決定する。



工　事　名 （仮称）東部市立認定こども園新築工事

質　問　・　回　答　書

質　問　事　項 回　　　　　　答
O-11
外構詳細図(7) Y-4 手洗場･足洗場において下記
にご指示下さい･
･100角ﾃﾞｻﾞｲﾝﾀｲﾙのﾒｰｶｰ名及び製品名をご指示
下さい｡
･手洗台･足洗場も背面壁と同じく､ﾓﾙﾀﾙ鏝押えの
上塗膜防水でしょうか｡

・INAX：アコルディG　同等品以上とする。
・手洗台･足洗場についても､ﾓﾙﾀﾙ鏝押えの上塗
膜防水とする。

【設備工事】
電気内訳
電気工事の内、10.自動火災報知設備工事　の内
訳数量が不明ですご指示下さい。

当該数量について記入した設計書を再掲載してい
るので参照すること。



工　事　名 （仮称）東部市立認定こども園新築工事

質　問　・　回　答　書

質　問　事　項 回　　　　　　答
設計見積作成に協力された業者をお知らせくださ
い。

A－１０図を参照すること。
ただし、記載している業者等は参考とし、同等品以
上とする。



工　事　名 （仮称）東部市立認定こども園新築工事

質　問　・　回　答　書

質　問　事　項 回　　　　　　答
・数量明細書について
数量明細がありますが、参考なので数量明細に
無い項目が出た場合、項目を追加しても宜しいで
しょうか。又数量も変えても宜しいでしょうか。

参考であるが、提出については守口市告示第１３
１号のとおり行うこと。

今回の工事にあたり特記事項以外に近隣による
施工に対する制約（時間･日程･工事進入路）等は
無いものと考えてよろしいでしょうか｡

作業時間については原則９時から１７時とする。
その他の図面および現場説明書に記載の無い事
項は、協議により決定する。

係員詰め所は現場員詰め所と兼用で
よろしいでしょうか｡

棟は兼用としてよいが、別室とすること。
ただし、詳細は協議により決定する。

仕様･ﾒｰｶｰに関して同等品は可能と考えて
よろしいでしょうか｡

同等品以上とする。

鉄骨図
今回の鉄骨工事で亜鉛メッキを施す鉄骨は無しと
考えてよろしいでしょうか。

溶融亜鉛めっきを施す箇所として屋外階段および
ルーバーの鉄骨下地等がある。



工　事　名 （仮称）東部市立認定こども園新築工事

質　問　・　回　答　書

質　問　事　項 回　　　　　　答
A-03 地業工事に敷地内に既存杭が存在するとあ
りますが新設杭に当たった場合は別途精算と考え
て良いでしょうか。

既存杭が干渉する場合は協議により決定する。
ただし、施工等に要する日数については、原則本
契約工期に含まれるものとする。

A-13 仕上表 1階ホール・廊下壁に塩ビ見切と有り
ますが、形状及び寸法が分かりません。ご指示願
います。

見付10×3程度のクロス見切用の見切縁とする。
ただし、詳細は協議により決定する。

A-13 仕上表に１階ホール・廊下床ＤＦＢと有りま
すが、平面詳細ではＤＦＧとなっています。仕上表
が正と考えて良いでしょうか。

A-10図の凡例記号を正とし、DFGをDFBと読み替
え複合フローリングとする。

追加現場説明にて杭位置をずらして施工と有りま
すが、補強等に掛かる費用は別途精算と考えて
良いでしょうか。

既存杭が干渉する場合は協議により決定する。
ただし、施工等に要する日数については、原則本
契約工期に含まれるものとする。



工　事　名 （仮称）東部市立認定こども園新築工事

質　問　・　回　答　書

質　問　事　項 回　　　　　　答
・内訳明細Ⅱ電気設備工事－A新築工事－10自
動火災報知設備工事（P26～P28）が全て数量と単
位の記載がありませんでした。非公表と解釈して
宜しいでしょうか。

当該数量について記入した設計書を再掲載してい
るので参照すること。



工　事　名 （仮称）東部市立認定こども園新築工事

質　問　・　回　答　書

質　問　事　項 回　　　　　　答
【図面P-01】
車両進入において東側に「進入不可」と記載があ
る個所がありますが、大型車両の搬出入経路とし
て、使用を許可していただけないでしょうか。

東側の道路は私道であるため、原則として工事車
両は進入を認めない。ただし、地権者、周辺住民
および警察の許可が全て得られ、かつ、道路の構
造や埋設物等を調査の上、耐力の確認を行い、
必要に応じて補強を施し、安全の確保ができる場
合はこの限りではない。また、工事車両の進入に
より道路および周辺工作物等を破損させた場合
は、その現況復旧を行うこと。
これらの費用（地権者調査等の許可を得るための
費用、道路調査費、補強工事費、養生費、現況復
旧費、安全管理費等）は全て請負者負担とする。

【図面P-01】
前面道路の規制（スクールゾーン）は規制解除可
能と考えてよろしいでしょうか。

必要に応じて各関係機関等と協議し、許可を得る
こと。

【図面P-01】
交通誘導員について、常駐１名＋スポット（適宜配
置）とありますが、スポット配置の交通誘導員につ
いては150人工程度と考えてよろしいでしょうか。

よろしい。
ただし、必要に応じて協議により決定する。

【図面P-01】
現地を視察したところ、仮設ゲート付近（北西角）
付近に防犯灯、カーブミラー、バリカー等がござい
ますが、移設は可能でしょうか。

移設をする場合は、必要に応じて各関係機関等と
協議の上、許可を得ること。
これにかかる費用（移設費、現況復旧費等）は全
て請負者負担とする。

【図面P-01】
芝生園庭に大型車両が進入できないため、西側
歩道（藤田11号線）の一部を借地・占有は可能で
しょうか。

車両の通行を想定した構造ではないため、工事車
両の進入路として使用することできない。

【図面A-18,19】
外壁に小口タイルを使用しておりますが、目地割
の問題、剥落する可能性を考慮して、別材料での
検討は可能でしょうか。

設計書のとおりとする。
変更する場合は協議により決定する。

【図面O-12】
受水槽（TW-1）設備工事について、図面と内訳書
の寸法が異なっております。図面を正としてよろし
いでしょうか。

よろしい。

【図面O-15】
家屋調査においてフィルムはカラー35mmの使用
とありますが、デジカメを使用してもよろしいでしょ
うか。

よろしい。



工　事　名 （仮称）東部市立認定こども園新築工事

質　問　・　回　答　書

質　問　事　項 回　　　　　　答
【図面O-15】
家屋調査の範囲については近隣住民と協議済み
と考えてよろしいでしょうか。

調査範囲については、本市で決定した。

【図面O-15】
家屋調査の範囲が増減した場合には、設計変更
での増減対象と考えてよろしいしょうか。

原則図示のとおりとする。

【金抜設計書】
「10　自動火災報知機設備」の項目の数量記載が
ありません。ご教示いただけないでしょうか。

当該数量について記入した設計書を再掲載してい
るので参照すること。

【その他】
入札時提出の内訳書について、配布数量は参考
と考えてよろしいでしょうか。また適宜項目・数量
の追加などはしてもよろしいでしょうか。

参考であるが、提出については守口市告示第１３
１号のとおり行うこと。

設計・積算の協力業者リストがありましたらいただ
けませんでしょうか。

A－１０図を参照すること。
ただし、記載している業者等は参考とし、同等品以
上とする。

PC杭の納期に約2ヶ月要します。落札決定後、議
会承認までの仮契約期間中に杭発注を行うことは
可能でしょうか。ご指示願います。

本契約は、市議会の承認を要する案件であり、あ
くまでも工事の着手は本契約日からとする。
ただし、仮契約期間中に施工の準備を行うことは
可能であるが、仮契約の解除により発生した損害
について本市はその責めを負わない。



工　事　名 （仮称）東部市立認定こども園新築工事

質　問　・　回　答　書

質　問　事　項 回　　　　　　答
A-04
特記仕様のﾀｲﾙ工事にて外壁50角二丁掛けﾀｲﾙ
とありますが、参考数量書には小口ﾀｲﾙとありま
すどちらを正と考えたらよろしいでしょうかご指示
下さい。

50角二丁掛け磁気質タイル：ダントータイル　ラヴ
アン同等品以上とする。



工　事　名 （仮称）東部市立認定こども園新築工事

質　問　・　回　答　書

質　問　事　項 回　　　　　　答
＜共通＞
建設業退職金共済の共済証紙は残余証紙を使用
しても宜しいでしょうか。御教授下さい。

原則必要数を購入すること。

解体工事時に近隣との協議内容があれば御教授
下さい。

とうだ幼稚園解体工事では、工事着手前に騒音、
振動、粉塵および安全についての対策や工事車
両進入路、工事工程、作業日、作業時間、家屋調
査等の工事概要について住民説明会や訪問等に
より周辺住民への周知を行い理解を得た上で工
事に着手した。また、着手後も特殊車両の進入日
時や工事車両進入の変更等の周辺環境に影響す
る事項については、随時周知（住民説明会を含
む）を行うこととした。
本工事についても、概ね同様と考える。

工事場所の北側道路が7：00～9：00、14：00～17：
00が歩行者専用道路となっています。作業時間に
ついて近隣との協議事項があれば御教授下さい。

とうだ幼稚園解体工事での協議事項は無いが、車
両の通行経路については住民説明会等で周知を
行った。
車両の通行については、必要に応じて各関係機
関等と協議の上、許可を得ること。

５月１７日に頂きました現場説明書の７）に関して、
杭芯ずれから生じた影響による基礎および基礎梁
の補強は別途清算と考えて宜しいでしょうか。本
見積もりに含む場合は金額を御指示下さい。

既存杭が干渉する場合は協議により決定する。
ただし、施工等に要する日数については、原則本
契約工期に含まれるものとする。



工　事　名 （仮称）東部市立認定こども園新築工事

質　問　・　回　答　書

質　問　事　項 回　　　　　　答
５月１７日に追加された現場説明書の６に、特殊
車両の通行許可を得るにあたり道路管理者より指
摘・指導があった内容については、本工事にて全
て対応することとあるが、想定されている経路でも
このようなことは必要なのでしょうか。

想定している車両の通行経路についても、特殊車
両の通行許可を得るにあたり、現地調査の上、耐
力の確認や敷き鉄板養生等の措置が必要となる
場合がある。


